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求
め
ら
れ
る
子
育
て
支
援
策

　

日
本
で
は
、
出
生
率
の
長
期
的
な
低
下

傾
向
を
背
景
に
少
子
化
が
急
速
に
進
ん

で
い
ま
す
。
子
育
て
に
対
す
る
負
担
感
や

厳
し
い
社
会
経
済
状
況
で
の
経
済
的
不
安

定
、
女
性
の
家
庭
外
労
働
や
活
動
意
欲

の
向
上
、
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る

環
境
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
原
因

と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ま
ま
少
子

化
が
続
く
と
経
済
社
会
全
体
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

中
間
市
も
同
様
で
、
出
生
数
の
推
移
を

見
る
と
平
成
22
年
は
昭
和
60
年
に
比
べ
て

６
割
ほ
ど
に
減
少
し
て
い
ま
す（
下
図
参

照
）。
そ
こ
で
中
間
市
で
は
、「
子
育
て
を

す
る
」
と
い
う
意
義
を
見
直
し
な
が
ら
、

安
心
し
て
出
産
、
子
育
て
が
で
き
る
よ
う

な
環
境
を
築
く
た
め
に
、
子
育
て
家
庭
を

支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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中澤咲葵ちゃん（大根土）

　

女
性
の
社
会
進
出
、
核
家
族
化
に
よ
る
地
域
の
つ
な
が
り
の
薄

れ
な
ど
に
よ
り
、
子
育
て
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

昔
は
、
多
く
の
人
の
手
や
目
が
あ
り
、
親
の
目
が
行
き
届
か
な

い
場
面
で
も
、
隣
近
所
の
人
た
ち
が
見
て
く
れ
る
な
ど
、
地
域
の

人
た
ち
で
子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
現
在
は
、
近
所
づ
き
あ
い
が
少
な
く
な
り
、
不
安
や
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
な
が
ら
一
人
で
子
育
て
を
す
る
お
母
さ
ん
も
多
く

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
中
間
市
で
は
「
お
母
さ
ん
を
一
人
に
し
て
は
い
け
な
い
」

と
、　

家
庭
、
地
域
、
企
業
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
子
育
て
を
応

援
し
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
は
親
子
の
笑
顔
の
た
め
に
。
す
ぐ
そ
ば
で
。

そ
ば
に
い
る
ね

～
あ
な
た
の
子
育
て
支
え
隊
～

特 集

2
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山田 顕史さん、ともさん、直央ちゃん、
一葵ちゃん（鍋山町）

話を聞いて一安心
　保健師さんが訪問に来るということで、気にな
ることや聞きたいことを事前に準備していました。
予防接種のことなど詳しく親切に話をしてくれる
のでわかりやすかったし、気になっていたことも
ごく一般的なことだとわかり、ほっとしました。

安心してもらうことが一番 ● 保健センター

保
健
師
が
行
く

　

11
月
９
日
、
山
田
顕
史
さ
ん
宅

を
濱
田
保
健
師
が
訪
問
し
ま
し
た
。

９
月
に
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
一
葵
ち

ゃ
ん
と
母
親
の
と
も
さ
ん
の
様
子
を

見
る
た
め
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
家
族
全
員
で
訪
問
を

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
保
健
師
は
、

母
子
健
康
手
帳
を
確
認
し
な
が
ら
、

「
変
わ
り
は
な
い
で
す
か
？
」「
気
に

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と

様
子
を
尋
ね
ま
す
。

体
重
を
測
定
し
、
成

長
を
確
認
。「
大
き

く
な
っ
た
ね
」
と
、

み
ん
な
が
そ
の
成
長

を
喜
び
ま
す
。

　

授
乳
の
時
間
や
頻

度
な
ど
、
さ
ら
に
細

か
く
質
問
し
た
後
に

健
診
や
予
防
接
種
を

案
内
す
る
と
、
と
も

さ
ん
か
ら
予
防
接
種

の
接
種
順
序
や
小
児

科
に
つ
い
て
の
質
問

が
。
保
健
師
が
丁
寧

に
説
明
す
る
と
、
ほ

っ
と
し
た
よ
う
な
表

情
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
１
時
間
足
ら

ず
の
訪
問
で
す
が
、

時
折
、
世
間
話
を
交

え
な
が
ら
、
和
や
か

な
雰
囲
気
で
進
み
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
保
健
師
は
各
家

庭
を
訪
問
し
て
母
子
の
様
子
を
細

か
く
確
認
し
、
家
族
に
安
心
を
届

け
て
い
る
の
で
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
の
子
育
て
応
援

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
妊
婦
さ
ん
を
対
象
と
し
た
母

親
学
級
や
夫
婦
を
対
象
と
し
た
両

親
学
級
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
栄
養
士
や
保
健
師
か
ら
の

妊
娠
中
の
過
ご
し
方
や
食
事
の
話
、

お
風
呂
の
入
れ
方
実
習
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
親
子
で
遊
べ
る
す
く
す
く

あ
か
ち
ゃ
ん
広
場
、
わ
ん
ぱ
く
広
場

で
は
、
保
育
士
に
よ
る
歌
遊
び
や
親

子
遊
び
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
て
、
多

く
の
親
子
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
乳
幼
児
健
診
や
各
種

予
防
接
種
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
子
育
て
支
援
を
実
施
し
て
い
る

保
健
セ
ン
タ
ー
。
妊
娠
や
育
児
、
発

育
に
関
す
る
悩
み
な
ど
の
相
談
に

も
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
気
に
な
る

こ
と
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

産
前
産
後
は
健
康
管
理
や
育
児
に
対
し
て
不
安
に
な
り
が
ち
で
す
。

そ
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
訪
問
事
業
。

保
健
師
が
安
心
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

産
前
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
は
ま
か
せ
て
ね

安
心
し
て
ほ
し
い

訪問している保健センタースタッフ
前列左から渡邊一美、濱田亜希子、
池田富美子、後列左から秋根美穂、
髙瀬恵子、丸山千恵

山田 顕史さん、ともさん、

直央ちゃん、一葵ちゃん

（鍋山町）

安心を
お届け

　子育ての疑問や悩みを持っている人は多いですね。特に多い
のはお子さんの体重のことや予防接種の相談、育て方がこれで
いいのだろうかという疑問。そのため、訪問したときに母子の様
子を確認し、食事や子育ての環境などを細かく質問したうえで、
丁寧に説明しています。「普通のことだからそのままでいいんで
すよ」と声をかけたときに、ほっとするお母さんたちの表情を見

ると私たちも安心できます。母親が不安だと
子育てはうまくいきません。安心しても

らうことが一番ですね。

■妊娠中や育児の相談
　保健センター
　☎（２４６）１６１１

どれだけ体重が
増えたかな。

そばにいるね
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子
育
て
を
楽
し
む
た
め
に

　

子
育
て
を
始
め
る
と
、
孤
立
感

や
ス
ト
レ
ス
、
不
安
、
悩
み
な
ど
を

抱
え
る
こ
と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
思
い
を
解
消
す
る
場

所
が
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
く

る
り
」（
以
下
：
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
）で
す
。
こ
こ
で
は
、
地
域
の

子
育
て
支
援
の
拠
点
と
し
て
、
親

子
の
交
流
な
ど
で
健
や
か
な
育
ち

を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　

だ
れ
も
が
気
軽
に
集
え
て
、
相

互
交
流
が
で
き
る
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
。
子
育
て
を
楽
し
む
た
め

に
、
こ
の
よ
う
な
子
育
て
支
援
サ

ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

地
域
の
居
場
所

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子

育
て
に
関
す
る
情
報
や
さ
ま
ざ
ま

な
子
育
て
講
座
な
ど
、
親
自
身
が

子
育
て
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
に
子
育

て
に
励
ん
で
い
る
人
た
ち
が
利
用
し

て
い
る
の
で
、
親
同
士
の
つ
な
が
り

が
で
き
、
お
互
い
の
情
報
交
換
を
し

た
り
、
悩
み
を
相
談
し
た
り
、
子

育
て
の
先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

所
な
の
で
す
。

　

ワ
イ
ワ
イ
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、

み
ん
な
で
支
え
合
い
な
が
ら
子
育
て

が
で
き
る
環
境
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま

す
。
子
育
て
に
励
む
人
た
ち
の
地

域
の
居
場
所
と
し
て
機
能
し
て
い
る

の
で
す
。

●開 館 日　月曜・火曜・木曜・金曜日
※祝日、年末年始は休館。講座などで午前中閉館
することがあります。
●開館時間　午前10時～午後３時
●所 在 地　蓮花寺三丁目１‐３（市民図書館横）
●問 合 先　☎（２４５）５５５７

気軽に集まって話をしようよ

楽しみながら子育てができる環境がここにはあります。
その名も子育て支援センター「くるり」。

毎日たくさんの親子が集まってるよ。

友だちを作ろう

子育て支援センタースタッフ
前列左から嶋田由嘉吏、小林利恵
後列左から吉山由喜代、土屋美和

　子育て支援センターは、親子で自由に遊べるス
ペースを開放していて、連日多くの親子が遊びに
来ています。ランチコーナーもあるので、お弁当
を持参の親子もたくさん。親子遊びを楽しんだり、
子育ての話を聞いたり、みんなで楽しみながら参
加できる講座もたくさん開催しています。お子さ
んや、お母さんにとっても新たなうれしい出会い

があるかもしれません。
　地域の子育て支援の拠点として、
たくさんの子育て仲間が集まって、
楽しい雰囲気でみんなで子どもたちを見守れる
ような広場作りをしたいですね。子育てに関する
悩みや相談にも応じていますので、気になること
があれば気軽に相談してください。

気軽に遊びに来ませんか ● 子育て支援センター「くるり」

遊びに
おいでよ

明るく楽しい雰囲気で、親子がたくさんだよ。

子育て支援センター
「くるり」
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うれしいわ、楽しいわ

子育て支援センターに来れば、たくさん
友だちができる。
世間話で大笑いしても良し、愚痴をこぼ
しても良し。よき理解者がここには集ま
ります。

広がる輪

親子で友だちを作ろうと利用するよう
になりました。転入してきて土地勘も

ない私に、ママ友がいろいろな情
報を教えてくれました。聞
く人がいるということが

何より心強い。小さな
ことに悩むことはな
くなったし、人の輪
が広がりましたよ。

転入者には
おすすめだよ

高地 希さん

　　 凛ちゃん
　　　（中央五丁目）

以前は、気になることは雑誌で調べて
いましたが、今はママ友にアドバイスを
もらったり、先生に相談したりしていま
す。たくさん人が集まるの
で、毎日通うのが楽しみ。
子どもの人見知りがな
くなったこともよか
ったです。

毎日通うことが
楽しみになるよ

家で１人で子育てをしていたころは、ス
トレスや悩みを１人で抱えていまし
た。ここでママ友ができてからは、
みんな同じようなことで悩んで
いることがわかり、共感できる
ことばかり。それから気持
ちにゆとりができ、子育
てがもっと楽しくなりま
した。

気持ちにゆとりが
できるよ

今橋 歩由美さん

　　 直保ちゃん
　　　（小田ヶ浦二丁目）

自宅で子育てをしていたころは、子ど
もを遊ばせることも大変でし

た。なかなか自分の時間が持
てず、ママ友もいなかったの
で、ストレスを感じていたこ

とも。ここは子どもたちを
自由に遊ばせることがで
きるし、ママ友と話がで
きるし、おすすめです。

自由に遊ばせる
ことができるよ

日渡 未来子さん

　　 芽唯ちゃん

　　 萠香ちゃん
　　　（土手ノ内三丁目）

Mama   Tomo

子育てサロンキューピー

　親子で自由に過ごせる部屋を
開放しています。
●場 所　ハピネスなかま
●問 合 先　中間市社会福祉
　協議会
　☎（２４４）１２３０

すくすくあかちゃん広場

　保育士による歌遊びや親子遊
び、保健師による育児相談など
を行っています。
●場 所　保健センター
●問 合 先　保健センター
　☎（２４６）１６１１

親子で遊べる場所
はほかにもあるよ

ここに通うまでは、夫が帰宅するまで話
し相手がいませんでしたが、今ではたく

さんの話し相手や相談相手が
できました。先生は親身に
なって相談に応じてくれ

る人たちばかり。先
生やママ友と話を

する時間は息抜
きになります。

ここでの時間は
息抜きになるよ

中間市に転入してきて、広報紙でこの
場所を知りました。ママ友を作りたかっ
たし、いろいろな情報を知りたか
ったので利用するよう
になりました。今で
はママ友もたくさん。
みんなで子どもを
見守るアットホーム
な雰囲気がとてもい
いですよ。

アットホームな
雰囲気だよ

角 早沙さん

　 心温ちゃん
　　（通谷一丁目）

和田 貴世さん

　　 藍汰ちゃん

　　 奏汰ちゃん
　　　（長津一丁目）

建石 里美さん

　　 和樹ちゃん

　　 みさとちゃん
　　　（蓮花寺三丁目）



6

住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
が
必
要

　

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
顕
著
に

な
っ
て
き
た
、
人
間
関
係
の
希
薄
化

や
地
域
へ
の
関
心
の
低
下
。こ
れ
は
、

地
域
の
子
育
て
を
支
援
す
る
機
能

の
低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

新
し
く
中
間
市
の
住
民
と
な
る

若
い
世
代
の
人
た
ち
の
こ
と
を
考
え

る
と
、
近
隣
と
の
付
き
合
い
や
交
流

の
場
が
少
な
く
、
親
子
だ
け
で
孤

立
す
る
こ
と
か
ら
ス
ト
レ
ス
が
高
ま

り
、
放
置
す
れ
ば
児
童
虐
待
の
発

生
と
い
う
事
態
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
地
域
の

人
た
ち
が
子
育
て
家
庭
に
関
心
を

持
ち
、
日
ご
ろ
か
ら
挨
拶
や
声
か

け
を
す
る
な
ど
、
住
民
同
士
の
交

流
と
ふ
れ
あ
い
が
必
要
で
す
。

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

　

み
な
さ
ん
、
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
ご
存
じ
で
す
か
。
子
育
て

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、「
子
育
て

の
先
輩
」「
地
域
住
民
の
先
輩
」
と

し
て
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
や
お

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
は
、
だ
れ
で
も
抱
く
も
の
。

中
間
市
に
は
子
育
て
家
庭
を
応
援
す
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
力
で
、地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
応
援
し
よ
う
。

父
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

中
間
市
に
も
多
く
の
子
育
て
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
子
育
て
支

援
キ
ュ
ー
ピ
ー
」
で
は
、
親
子
が
集

う
場
所
と
な
る
子
育
て
サ
ロ
ン
の
開

催
や
バ
ザ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
・
子
育

て
講
座
な
ど
の
自
主
活
動
、
イ
ベ
ン

ト
開
催
時
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中

で
、
親
子
が
心
豊
か
に
成
長
す
る
た

め
の
応
援
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
る

キ
ュ
ー
ピ
ー
。
と
き
に
先
輩
と
し
て

温
か
い
ア
ド
バ
イ
ス
で
励
ま
し
、
と

き
に
友
人
の
よ
う
に
親
身
に
相
談

相
手
と
な
る
。
地
域
の
中
に
は
、
こ

の
よ
う
に
少
し
で
も
子
育
て
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
人
た
ち
が
い
る
の
で
す
。

地
域
の
支
え
る
力

子
育
て
は
一
人
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ

親子の笑顔を守っていきたい
　「キューピー」とは「親（parents）」を「救う（キ
ュー）」という意味があります。親の気持ちを救
うことが、子どもたちを救うことになります。将
来を担う子どもたちのため、子育てを頑張って
いるお母さんたちのために、親子の笑顔を守っ
ていきたいと思います。

　私たちは、人を大切にしたい
という思いでつながっていま
す。ふるさと中間市を大切に

し、中間市が子育てし
やすいと思われるまち
をめざしていきたいで
すね。子育てに不安
を持ち、一人で悩ん
でいるお母さんのそ

ばにいて、安心を感じ
てもらえれば嬉しいで

すね。

子育て支援キューピー

子育て支援キューピースタッフ
前列左から三角由紀子さん、丸山照子さん
後列左から大渕恵理子さん、重光恵理さん

ほくほく夢ネット

子育て親子と地域の人とのつながりの場所になってるよ。

子育てサロン
キューピー
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保
・
小
・
中
・
地
域
の
連
携

　

子
ど
も
を
生
み
育
て
る
た
め
に

は
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
支
援
が
不
可

欠
で
す
。
地
域
で
気
軽
に
声
を
か

け
ら
れ
る
関
係
を
築
き
、
地
域
の

子
ど
も
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
が

大
切
だ
と
い
え
ま
す
。

　

ほ
く
ほ
く
夢
ネ
ッ
ト（
北
校
区
連

携
事
業
）で
は
、
さ
く
ら
保
育
園
と

北
小
学
校
、
北
中
学
校
、
そ
し
て

地
域
の
人
た
ち
が
一
体
と
な
り
、
生

ま
れ
て
か
ら
中
学
校
を
卒
業
す
る

ま
で
の
15
年
間
を
、
地
域
全
体
で

支
え
よ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て
い
る

と
言
わ
れ
る
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
た
ち
が
連
携
・
協
働
し
て
子
育

て
を
応
援
し
て
い
る
の
で
す
。

企
業
の
サ
ポ
ー
ト

　

福
岡
県
が
行
っ
て
い
る
「
子
育
て

応
援
宣
言
企
業
」
登
録
制
度
。
こ

れ
は
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
き
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
ざ
し
て
、
経
営
ト
ッ
プ
自
ら
が

従
業
員
の
仕
事
と
子
育
て
を
応
援

す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
育
児
休
業
を
取
得

し
や
す
い
環
境
作
り
や
職
場
復
帰

に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
の
実
施
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
間
市
の
登
録

事
業
所
は
11
社（
11
月
28
日
現
在
）。

企
業
も
子
育
て
に
頑
張
る
親
を
応

援
し
て
い
る
の
で
す
。

　私たちは、環境保全活動や保育実習などを通
じて、子どもたちの自尊感情やコミュニケーショ
ン能力を高めるような活動を行っています。さま
ざまな場所で多くの人が集まり関わる機会があ
るので、すぐに顔を覚え、声を掛け合うような
関係が築けていきます。
　大切なことは「つながり」と「交流」。安心し
て子育てができ、子どもたちが健やかに成長す
るためには、大人から子どもまでが世代を超え
た交流をすることです。そこから人と人のつな
がりができ、子どもたちの地域に対する愛情が
芽生えるものだと思います。これからも地域の
力で子育ての中心である家庭を支えていきたい
ですね。

　出産や育児のために退職した社員の復職支援
や育児や子どもの看病、学校行事への参加のた
めの休暇・早退などの取得がしやすいような職
場作りを行っています。従業員を大切にすれば、
従業員も頑張ってくれます。そうすると会社とし
ても体力がつきます。福岡県が進めている「子育
て応援宣言企業」登録制度には、私たちの考え方
と同じだったので登録しました。このような取り
組みが、もっともっと広がっていくといいですね。
　職場にはこの制度を利用している従業員も多
く、「すごく助かる」という声を聞きます。従業
員が安心して子育てをしながら、勤められるよう

にこれからもサポートを
続け、応援していきた
いですね。

ほくほく夢ネット事務局
左から清水ちづるさん（北小学校）

中村滋さん（北中学校）
山本友子さん（さくら保育園）

代表取締役社長
南野戦治郎さん、
篠澤昭子さん

人のつながりと交流を大切に安心して働けるように

前列左から舛添明美、立花美穂、東かおり
後列左から木村千賀子、蛙田由美

　私たちは、中間市独自の取り組みである未就
園児訪問を行っています。これは２歳以上の幼稚
園や保育園に通っていない就学前の子どもがい
る家庭の訪問です。また、保健センターと連携し、
子育てに悩んでいる家庭の訪問や、多くの機関
が連携を取りながら親子の成長を見守る「中間
市はばたけ子ども・ネットワーク」を通じて、地
域全体で親子の健やかな成長をサポートしてい
ます。
　子育てで孤立すると、相談する相手がいなくて
不安になります。そこで私たちが聞き役・相談役
となり、いろいろな話をすることで安心感をもっ
てもらうことが大切だと思っています。お母さん

が元気じゃないと子どもは元気に育ちません。こ
れからも「子育てで悩んでいませんか」「元気に
過ごしていますか」と声かけし、お母さんの気持
ちに寄り添っていきたいですね。

悩んでいる人の気持ちに寄り添いたい ● こどもと福祉の課家庭児童相談係

ほくほく夢ネット
山一建設株式会社

もしも
悩んだら

そばにいるね

■子育てに関する各種相談
●子育ての悩みや相談
　子育て支援センター「くるり」　
　☎（２４５）５５５７
●妊娠中や育児の相談
　保健センター　☎（２４６）１６１１
●発育や発達の相談
　親子ひろばリンク　☎（２４４）０７４２
●子育てに関する相談
　こどもと福祉の課　☎（２４６）３５１５
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家
族
の
絆

　　

11
月
12
日
、
古
玉
尚
弘
さ
ん
の

お
宅（
岩
瀬
西
町
）を
訪
問
し
ま
し

た
。
古
玉
さ
ん
宅
は
、
尚
弘
さ
ん
、

久
美
子
さ
ん
夫
妻
、
歩
ち
ゃ
ん
、
萌

ち
ゃ
ん
、
つ
ぼ
み
ち
ゃ
ん
、
祖
母
の

節
子
さ
ん
の
６
人
家
族
。
尚
弘
さ
ん

は
、
時
間
を
見
つ
け
て
は
子
ど
も
た

ち
と
遊
ん
だ
り
料
理
や
掃
除
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
夫
婦
間
で
特

に
役
割
分
担
を
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
け
ど
、
自
然
と
や
れ
る
方
が
や

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
苦
に
な
る

よ
う
な
こ
と
は
な
い
で
す
ね
」
と
尚

弘
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

尚
弘
さ
ん
の
得
意
料
理
は
ぎ
ょ

う
ざ
。
家
族
に
も
大
好
評
で
す
。

料
理
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に

は
父
親
の
影
響
が
あ
る
と
い
い
い
ま

す
。「
父
は
魚
釣
り
が
趣
味
で
、
釣

っ
た
魚
を
帰
っ
て
さ
ば
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
父
の
姿
を
幼
い
こ
ろ
か
ら

見
て
い
た
の
で
、
男
性
が
料
理
を
す

る
と
い
う
こ
と
に
ま
っ
た
く
違
和
感

を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
」。

　

仕
事
の
関
係
で
、
何
日
も
子
ど

も
た
ち
と
話
を
す
る
機
会
が
な
い

と
き
は
、
子
ど
も
た
ち
が
手
紙
を

書
い
て
く
れ
ま
す
。「
パ
パ
頑
張
っ

て
ね
」「
お
つ
か
れ
さ
ま
」。
短
い
言

葉
だ
け
ど
す
ご
く
嬉
し
い
と
尚
弘

さ
ん
の
顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
す
。

　
「
家
事
や
育
児
に
協
力
的
な
の

で
、
自
分
の
時
間
が
持
て
る
し
、
す

ご
く
助
か
り
ま
す
。
ぎ
ょ
う
ざ
作

り
の
と
き
は
家
族
全
員
で
楽
し
ん

で
ま
す
よ
。
家
族
全
員
が
同
じ
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
っ
て
す

ご
く
い
い
こ
と
で
す
よ
ね
」
と
久
美

子
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

難
し
い
こ
と
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

て
い
け
ば
い
い
の
で
す
。

子
育
て
は
女
性
だ
け
が
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
育
て
の
中
心
と
な
る
の
は
あ
く
ま
で
家
族
。

家
族
の
協
力
な
し
で
は
、
子
育
て
は
語
れ
ま
せ
ん
。

久美子さん、つぼみちゃん

子
育
て
は
女
性
だ
け
が
す
る
も
の
じ
ゃ
な
い
よ

家
族
の
力
は
無
限
大

相
手
を
理
解
す
る
こ
と
っ
て
大
切

ママ
　夫は、ちょっとした時間を見つけて家事や育
児に協力してくれるので、とてもありがたいです
ね。疲れているようなので休んでもらいたいな
と思うのに、子どもたちと過ごす時間を大切に
してくれています。だから子どもたちもパパが大
好き。家にいるときはつきっきりですよ。夫は私
の話をしっかり聞いてくれるし、考え方を
わかってくれます。私が勤
めに出ることも快く賛成し
てくれました。家事や育児
に協力してくれるし、考え
を尊重してくれるから、肉
体的にも精神的にも楽に
なっています。夫婦間の
コミュニケーションって、
何より大切ですよね。

　家事や育児で特別なことをしているつもりは
ありません。妻の方が家事や育児を頑張ってく
れていますので、力仕事や高い場所の掃除など、
男性の方が楽にできることはやるようにしてい
ます。夫婦お互いがやってあげているという感

覚じゃなく、やれる方がやるという考
え方の方が気が楽だと思います。

妻が勤めに出ることは賛成で
す。外に出ていろいろな人

と接することは、社会と
の関わりを持つという
意味でもすごくいいこ

とだと思います。で
きる範囲のことをこ

れからもやってい
きたいですね。

左から萌ちゃん、尚弘さん、
歩ちゃん

で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
ま
す

パパ



9 ●Nakama City Public Relations

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
サ
ポ
ー
ト

　
「
私
が
勤
め
て
い
た
こ
ろ
は
、
お

義
母
さ
ん
に
食
事
の
準
備
を
し
て

も
ら
っ
た
り
、
子
ど
も
の
迎
え
に

行
っ
た
り
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
。
お
義
母
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が

な
け
れ
ば
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」。
久
美
子

さ
ん
は
節
子
さ
ん
の
存
在
が
大
き

い
と
言
い
ま
す
。

　

子
育
て
の
大
変
さ
を
経
験
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
祖
父
母
は
親
に
と

っ
て
も
よ
き
理
解
者
に
な
っ
て
く
れ

ま
す
。
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
い
て

い
る
親
に
と
っ
て
、
祖
父
母
は
、
良

き
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
か
け
が
え

の
な
い
存
在
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　女性の労働力率を年齢階層別にみると、子どもがあ
る程度大きくなるまでは子育てを優先したいと考えてい
る人が多いという実態もありますが、働き続けたくても
その環境が十分ではないために、仕事を辞めざるを得
ない女性がいることが考えられます。しかし、中間市は
30歳代が国や県に比べ高く、女性の社会進出が進んで
いるといえます。働きたいと望む女性が家庭生活と職業
生活を両立し、結婚、出産、育児期にも継続して働くこ
とができる社会環境の整備を図ることが必要です。
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女性の年齢階層別労働力率

人権男女共同参画課男女共同参画係長
平池 千里

　家庭の中で、男性が絶対的だったのは昔の話で、
近年では、イクメンと呼ばれる積極的に育児や家事
を率先して行う男性が増えてきています。この背景
には、女性の社会進出などにより男女の性別役割分
担意識が徐々に変わってきていることがあります。
　しかし、働きたくても育児や家事の負担で働け
ない女性は多くいます。企業の理解により、女性
だけでなく、男性も育児休暇を取得している場合
がありますが、取得しているのはごくわずか。子育
てしやすい環境を整えるには、男性が育児休暇を
取得しやすいような職場環境を作ることが必要で
あり、これは社会全体の問題といえます。
　身近な家庭では、男性だから、女性だからとい
ことではなく、お互いの考え方や個性を尊重し、
育児や家事などに対して夫婦が対等な立場で協力
し合うことが大切なことなのです。
　中間市では、福岡県と協力し、子育て女性の就
職活動がスムーズにできるよう、就業相談や情報
提供を行っています。希望する人はお問い合わせ
ください。

「子育て女性再就職支援」
出張面接相談

●日 時　毎月第２金曜日・
　午前10時～午後４時
●場 所　人権センター
●問 合 先　人権男女共同参画課
　☎（２４５）７８０１

お互いの個性を尊重して ● 人権男女共同参画課

時間がある日は子どもたちといつも一緒。ごく普通のありふれた日常です。

男女共同
参画の観点

　私が現役で子育てをしていたころは、男性が家庭

のことで仕事を休むことはほとんどなかったように思

います。私は親と離れて暮らしていたので、子どもを

見てもらうということもなかなかできず、私自身も子

育てをしながら働いていたので、女性が大変だという

ことや苦労はよくわかります。

　今は、私の子どもたちにできなかったことを孫たち

にしてあげたいという思いだけ。孫たちとは編み物を

一緒にしたり、お手玉やあやとりで遊んだりしていま

すよ。身近にいるから孫の成長が見れるということが

喜びであり、楽しみですね。あくまで子育ての基本は

両親。私はそのサポートをしているだけです。

子育ての基本はあくまで両親
節子さんのコメント

そばにいるね

※労働力率とは、就業者数と完全失業者数を合わせた労働力人口が、
15歳以上の人口に占める割合のことです。
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次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

　

中
間
市
は
、
平
成
17
年
３
月
に

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画（
前
期

５
か
年
）を
策
定
し
、
平
成
22
年
３

月
に
後
期
５
か
年
の
行
動
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、「
地

域
の
和
に
よ
る 

子
育
ち
・
子
育
て

を
支
え
る
ま
ち 

な
か
ま
」
を
基
本

理
念
に
、家
庭
や
地
域
、学
校
、企
業
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
も
の
で
す
。
こ
の
計

画
に
基
づ
き
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
の
創
設
や
一
時
預
か
り
保
育
の
実

施
な
ど
子
育
て
を
す
る
う
え
で
の

環
境
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

中
間
市
が
誇
る
子
育
て
支
援

　

中
間
市
で
は
、
安
心
し
て
出
産

や
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
妊
婦
を
対
象
と
し
た
妊
産
婦

健
診
は
、
公
費
負
担
で
14
回
サ
ポ

ー
ト
。
ま
た
、
本
と
の
ふ
れ
あ
い
の

中
で
、
豊
か
な
感
性
を
持
つ
子
ど

も
た
ち
を
育
む
た
め
に
行
っ
て
い
る

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
を
今
年

度
か
ら
サ
ー
ド
ブ
ッ
ク
ま
で
拡
充
。

さ
ら
に
、
家
計
の
負
担
軽
減
の
た
め

に
、
保
育
料
を
福
岡
県
内
で
低
い

水
準
に
保
ち
、
乳
幼
児
医
療
費
の

公
費
負
担
は
小
学
校
３
年
生
ま
で

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。ほ
か
に
も
、

学
童
保
育
を
市
内
７
箇
所
に
設
置

し
、
親
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
関

と
連
携
し
、
よ
り
総
合
的
な
子
育

て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い

き
ま
す
。

　家族の形態が変わり、子育てで頼る人がおらず
に孤立したり、家から一歩踏み出せず苦しんだり
しているお母さんたちはたくさんいます。子育て
で孤立した環境にならないように、地域全体を巻
き込んだネットワークを構築し、行政が中心とな
って、さまざまな情報を発信しながら地域の和に
よる支援をしていくことが大切です。「みんなで育
てる」という意識を市民全員が持ち、行政と地域
が協働して子育てを支援することが、子育てをし
ている親子の安心につながるといえます。
　また、乳幼児期は人格形成においてとても大切

な時期です。その時期の親子への関わりとして、
２歳時期にも健診を行い、子どもの発達を見たり、
悩んでいる人たちへ声かけをしたりすることも必
要ではないでしょうか。
　子育ての核となるのは家族であり、大人は子ど
もにとってのモデルです。たくさんの愛情を受け
て育つ子どもは、人を大切にできる心豊かな子ど
もに成長します。そのためには、子どもとしっか
り向き合い肌と肌が触れ合うスキンシップを図る
こと。親自身が子育てを楽しいと感じてもらえる
ような子育て環境をみんなで作っていきましょう。

■プロフィール■
平成９年から福岡県保育協会保育士会会長を務め、平成
23 年５月からは全国保育士会会長を務める。砂山保育園
主任保育士。「子どもの視点を大切に」をモットーとする。

先生に
インタビュー

中間市の子育て支援策
１．妊産婦健診を公費負担で 14 回サポート
２．ブックスタート事業をサードブックまで
　　拡充
３．保育料を福岡県内で低水準に設定
４．乳幼児医療費の公費負担を小学校３年
　　生まで対象
５．学童保育を市内７箇所に設置

みんなで子育て家庭を支えよう ● 上村 初美 さん 中間市次世代育成支援対策地域協議会会長

中
間
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
策
を
実
施
中
。

子
育
て
に
励
む
人
、
こ
れ
か
ら
子
育
て
を
迎
え
る
人
を

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ど
こ
に
も
負
け
な
い
中
間
市
の
子
育
て
支
援

親
子
の
幸
せ
を
願
い

児童・民生委員
主任児童委員

育成支援協議会
校区部会

中間市
社会福祉協議会

学校・幼稚園
保育所・学童保育所

病院・診療所母子保健推進員

子ども会

ボランティア

事業所代表者

校区老人クラブ

ＰＴＡ・保護者

子育てサークル

親の会

子育て支援センター
（センター型）

学校 幼稚園・保育園

保健センター相談機関

情報共有・連携

協働

子育て支援ネットワークのイメージ図
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出産予定は12月８日。今号が発行されたころには、
新たな家族が増えているかもしれません。

大久保 正義さん、夢香さん（長津二丁目）

　
　

妊
娠
中
は
ど
う
で
し
た
か

　
　

つ
わ
り
が
と
て
も
激
し
か
っ
た

　
　

ん
で
す
。
お
腹
が
大
き
く
な

っ
て
か
ら
は
、
ち
ょ
っ
と
動
く
と
息

切
れ
す
る
し
、
や
っ
ぱ
り
妊
婦
さ
ん

っ
て
大
変
で
す
ね
。
で
も
そ
の
と
き

夫
が
家
事
な
ど
に
す
ご
く
協
力
し

て
く
れ
た
ん
で
す
。
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
で
す
。

　
　

子
育
て
に
不
安
は
あ
り
ま
す
か

　
　

実
家
が
近
く
な
の
で
、
何
か

　
　

あ
っ
た
ら
任
せ
て
く
れ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
の
サ
ポ
ー
ト

が
あ
る
と
心
強
い
で
す
ね
。そ
れ
に
、

周
り
の
友
人
に
は
子
ど
も
が
い
る
の

で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら

何
で
も
聞
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

い
た
い
で
す
。
聞
け
る
人
が
身
近
に

い
る
か
ら
助
か
り
ま
す
よ
。

　
　

お
二
人
は
両
親
学
級
に
参
加

　
　

し
た
そ
う
で
す
ね

　
　

お
風
呂
入
れ
や
着
替
え
な
ど

　
　

の
実
習
を
体
験
し
た
ん
で
す

が
、
慣
れ
な
い
こ
と
な
の
で
と
ま
ど

い
ま
し
た
ね
。
練
習
は
人
形
だ
っ
た

け
ど
、
今
度
は
自
分
の
子
ど
も
だ

か
ら
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
ね
。

　
　

私
が
通
っ
て
い
る
病
院
で
は
、

　
　

母
親
学
級
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

で
も
子
育
て
は
２
人
で
す
る
も
の
だ

か
ら
、
２
人
で
両
親
学
級
に
参
加

で
き
て
す
ご
く
良
か
っ
た
で
す
。
保

健
師
さ
ん
の
話
も
聞
け
て
、
こ
れ
か

ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
す
ご
く
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

マ
マ
友
は
で
き
そ
う
で
す
か

　
　

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
少
し
落

　
　

ち
着
い
た
ら
、
外
に
出
て
子
育

て
が
し
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い

で
す
ね
。マ
マ
友
を
作
り
た
い
で
す
。

　
　

ど
ん
な
父
親
に
な
り
た
い
で

　
　

す
か

　
　

イ
ク
メ
ン
に
な
る
予
定
で
す
。

　
　

今
は
妻
に
頼
っ
て
る
と
こ
ろ
が

多
い
の
で
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か

ら
は
で
き
る
限
り
の
こ
と
は
や
り
た

い
で
す
。
仕
事
の
関
係
で
休
み
が
限

ら
れ
る
け
ど
、
休
み
の
と
き
は
子
ど

も
と
ず
っ
と
一
緒
に
い
た
い
で
す
ね
。

そ
の
前
に
出
産
で
す
け
ど
、
職
場
の

人
か
ら
は
絶
対
に
立
ち
会
う
よ
う
に

言
わ
れ
て
ま
す
。
理
解
し
て
く
れ
て

い
る
か
ら
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
に
思
い

出
を
た
く
さ
ん
残
し
て
あ
げ
た
い

と
話
す
正
義
さ
ん
と
夢
香
さ
ん
。

　

新
た
な
生
命
が
２
人
に
、
そ
し

て
こ
の
中
間
市
に
誕
生
し
ま
す
。

　
「
以
前
は
話
し
相
手
も
い

な
か
っ
た
の
で
、
テ
レ
ビ
に

話
し
か
け
て
ま
し
た
。
今
で

は
笑
い
話
で
す
け
ど
、
当
時

は
笑
え
ま
せ
ん
で
し
た
ね
」。

取
材
中
に
あ
る
お
母
さ
ん

が
笑
顔
で
話
し
た
言
葉
で

す
。こ
の
話
を
聞
い
た
と
き
、

今
の
笑
顔
が
見
る
こ
と
が

で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
に

子
育
て
で
悩
ん
で
い
る
人
や

子
育
て
の
大
変
さ
を
わ
か

っ
て
く
れ
る
人
と
の
出
会
い

が
、
こ
の
お
母
さ
ん
を
変
え

て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

子
育
て
は
楽
し
い
こ
と

ば
か
り
で
は
な
く
、
苦
し
い

こ
と
や
辛
い
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
で

も
、
す
ぐ
そ
ば
に
は
愛
す

る
子
ど
も
や
家
族
が
い
ま

す
。
支
え
と
な
っ
て
く
れ
る

人
た
ち
が
い
ま
す
。

　

将
来
の
中
間
市
を
担
っ

て
い
く
の
は
、
子
ど
も
た
ち

で
す
。
親
子
が
い
つ
ま
で
も

笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、

す
ぐ
そ
ば
で
支
え
て
い
く
こ

と
が
、
明
る
い
中
間
市
へ
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。（
謙
）

編集を
終えて

もうじきパパとママになるよ。待ち遠しいね。

出産を控えた親は期待と不安が入り混じっています。
もうじき出産を迎える大久保正義さん、夢香さん夫婦に
現在の思いを尋ねました。

新たな生命との出会い
夢

夢夢

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ 正正

正

そばにいるね
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●問合先　総合まちづくり課
☎（２４６）６２３４「なかまるしぇ」に遊びに来ませんか

　
「
な
か
ま
る
し
ぇ
」
で
は
、
市

内
で
作
ら
れ
て
い
る
特
産
品
や

中
間
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
な
か

っ
ぱ
グ
ッ
ズ
」
の
販
売
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
内
に
は
な
か
ま

神
社
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
家
族
や
友
だ
ち
、
カ
ッ
プ

ル
な
ど
で
ぜ
ひ
お
参
り
し
て
く

だ
さ
い
。
か
わ
い
い
な
か
っ
ぱ

の
お
み
く
じ
や
、
お
守
り
も
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
会
場
で
は
義
援
金

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
募
金

し
て
い
た
だ
い
た
人
に
は
、
紙

コ
ッ
プ
に
東
北
へ
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
い
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
の
紙
コ
ッ
プ
は
、

12
月
17
日
～
18
日
に
紙
コ
ッ
プ

灯
籠
と
し
て
展
示
す
る
予
定
で

す
の
で
お
楽
し
み
に
。

　

な
お
、「
な
か
ま
る
し
ぇ
」

で
の
売
上
の
一
部
は
、
義
援
金

と
し
て
送
金
し
ま
す
。

●
場

所　

シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ

モ
ー
ル
な
か
ま
横
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
会
場
内

●
開
設
期
間　

平
成
24
年
１
月

15
日
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日

※
年
末
年
始
は
休
み
ま
す
。
都

合
に
よ
り
急き

ゅ
う
き
ょ遽
休
む
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
開
設
時
間　

午
後
３
時
～
９
時

●
販
売
商
品　

ほ
の
ぼ
の
味
噌
、

な
ご
み
味
そ
、
中
間
銘
菓（
さ

く
ら
の
里
大
福
、
さ
く
ら
の

里
わ
ら
び
も
ち
、
さ
さ
ぎ
つ

ね
）、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
な
ど

●問合先　総合まちづくり課
☎（２４６）６２３４平成 22年国勢調査人口等基本集計結果を公表します

　

平
成
22
年
10
月
１
日
を
調
査

日
と
し
て
実
施
し
た
、
日
本
国

内
に
住
む
す
べ
て
の
人
・
世
帯

を
調
査
す
る
国
勢
調
査
の
人
口

な
ど
の
基
本
集
計
結
果
が
、
総

務
省
統
計
局
か
ら
公
表
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

調
査
期
間
中
、
調
査
票
に
ご

回
答
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

年次（平成） 人口（人） 男（人） 女（人） 世帯数（世帯）

２年 49,216 23,232 25,984 16,149

７年 49,353 23,182 26,171 16,924

12 年 48,036 22,343 25,693 17,576

17 年 46,560 21,555 25,005 17,880

22 年 44,210 20,428 23,782 17,801

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年

（人） （世帯）

0

16,000

16,500

17,000

17,500

18,000

人口 男 女 世帯数

（各年 10 月１日現在）

Information
からのお知らせ市

店内は手づくり感が出ている雰囲気です。一度遊びに来てみませんか。

すてきな商品がいっぱい。

国勢調査の詳しい内容は総務
省統計局のホームページを見
てください。
○ホームページ
　 http://www.stat.go.jp/data/

kokusei/2010/index.htm

この看板が目印です
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●
問
合
先　

中
間
市
立
病
院　
　
　
　

 

☎
（
２
４
５
）
０
９
８
１

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

　

中
間
市
立
病
院
で
は
、
患
者
さ
ん
が

よ
り
安
心
し
て
治
療
に
臨
め
る
よ
う

に
、
市
民
と
病
院
の
協
働
に
よ
る
明
る

い
患
者
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
と
地

域
福
祉
の
発
展

を
目
的
に
、
新

た
に
病
院
内
で

無
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
っ
て

い
た
だ
け
る
人

を
募
集
し
ま
す
。

●
活
動
内
容　

患
者
さ
ん
へ
の
支
援（
病

院
内
の
案
内
、
誘
導
、
病
棟
で
の
話
し

相
手
な
ど
）や
病
院
環
境
へ
の
支
援（
車

椅
子
、
待
合
室
の
整
理
な
ど
）

●
活
動
日
時　

平
日
の
午
前
中

※
曜
日
や
時
間
は
希
望
に
よ
り
設
定
で

き
ま
す
。

●
応
募
資
格　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

理
解
が
あ
り
、
患
者
さ
ん
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
守
れ
る
人
で
心
身
と
も
に

健
康
で
継
続
し
て
活
動
が
で
き
る
人

※
簡
単
な
面
接
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
中
間
市
に
居
住
し
て
い
な
い
人
で
も

応
募
で
き
ま
す
。

●
募
集
期
間　

随
時
受
付

●
応
募
先　

中
間
市
立
病
院

● ごみの休み期間　12 月 31 日土～１月３
日火

※ 12 月 30 日金は通常どおり、もえるごみ
の収集をします。
※遠賀・中間リレーセンターへの自己搬入
は 12 月 30 日金・午前 11 時 30 分までです。
12 月 31 日土～１月３日火は、遠賀・中間
リレーセンターが休みのため自己搬入でき
ません。
※粗大ごみの受付は、12 月 28 日水までです。
12 月 29 日木～１月３日火は休止となります。
●  12 月の祝日などに伴う振替日　12 月 23
　 日�天皇誕生日のもえないごみの収集地

区は、30 日金に振り替えます。もえるご
みの収集はありません。

● し尿の休み期間　12 月 29 日木～１月３
日火

※正月の来客などで、年末の臨時収集を希
望する場合は、12 月 16 日金までに環境保
全課に申し込んでください。12 月 17 日土
以降は直接業者へ連絡してください。ただ
し、業者の受付は 12 月 22 日木までです。
※休み期間中は、し尿収集は一切できませ
んので、早めに便槽の確認をお願いします。
■ 年末年始の犬猫の捕獲、引き取りは休み

ます
●休みの期間　12 月 27 日火～１月４日水
※引き取りの時間など詳しくは、宗像・遠
賀保健福祉環境事務所〔☎０９４０（３６）
６０９８〕）にお問い合わせください。　

　無料ですのでお気軽にご参加ください。
● 日 時　平成 24 年１月 11 日水・午後

１時 30 分～２時 30 分（受付は１時～）
●場 所　保健センター
● 内 容　医師の講話「生活習慣と糖尿病・

慢性腎臓病」
●持ってくるもの　筆記用具、健康手帳
●申込締切　平成 24 年１月 10 日火
●申 込 先　保健センター

●問合先　保健センター☎（２４６）１６１１

●
問
合
先　

こ
ど
も
と
福
祉
の
課　
　

 

☎
（
２
４
６
）
３
５
１
５

は
じ
め
の
は
じ
め
の
い
っ
ぽ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

初
め
て
お
母
さ
ん
に
な
っ
た
あ
な

た
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
わ
ら
べ
歌

で
あ
か
ち
ゃ
ん
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

マ
マ
さ
ん
同
士
の
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ

ム
も
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
期

日　

平
成
24
年
２
月
１
日
～

３
月
７
日
の
毎
週
水
曜
日（
全
６
回
）

●
時

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　

第
１
子
が
平
成
23
年
９

月
１
日
～
12
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子

さ
ん
と
マ
マ
・
10
組

※
原
則
と
し
て
６
回
参
加
で
き
る
人
が

優
先
で
す
。
申
込
者
が
定
員
を
超
え
る

場
合
は
抽
選
と
し
、
当
否
の
連
絡
を
し

ま
す
の
で
、
連
絡
が
な
い
場
合
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
参
加
料　

お
や
つ
代
600
円（
100
円
×

６
回
）

●
申
込
締
切　

１
月
10
日
火

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
29
日

～
１
月
３
日
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
込
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
５
）５
５
５
７

年末年始のごみとし尿の
収集は休みます

●問合先　環境保全課☎（２４５）５３００

健康づくりサポート教室

Topic ＆ Information
中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１ Information
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まち の
わ だ い

このコーナーでは楽しいイベントや
地域の話題などをお届けします。

11 月 11 日の介護の日にちなみ、「おじいちゃんとおばあ
ちゃんの作品展」が開催されました。市役所ロビーには、
趣味やリハビリで作成された手芸などの作品がずらり。
打和みよ子さん（小田ヶ浦二丁目）は「高齢の人でも根
気があるし、何かするから元気になる。自分もまた手芸
を始めようかな」と作品に見入っていました。

パワーをもらった作品展
11 月 7 日～ 11 日・おじいちゃんとおばあちゃんの作品展

10 月 28 日に笹川記念会館（東京都）で開催された「公
平委員会制度 60 周年記念総務大臣表彰式」で、日高英
男さんが表彰されました。今回の表彰は、公平委員会
の委員として 10 年以上勤労したことが評価されたもの。
日高さんは 10 月 31 日に市役所を訪れ、松下俊男市長
に受賞の報告を行いました。

公平な社会づくりのため尽力
日高英男さん（扇ヶ浦一丁目）が総務大臣表彰を受賞

イルミネーション点灯式がやすらぎ通りで行われまし
た。約 500 人が集まり、なかま地ビールで乾杯。大い
に盛り上がりました。このイルミネーションは、消費電
力の少ないＬＥＤ電球を使用し、平成 24 年１月 15 日ま
で点灯されます。イベントの多いこれからの季節、あな
たも一度訪れ、13 万個の光に包まれてみませんか。

あたたかい光あふれる新名所
11 月 18 日・イルミネーション点灯式
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今回で 10 回目を数える曲川清掃。これは、市民のみな
さんや企業、ボランティア団体などの協力で曲川を少し
でもきれいにしようという取り組みです。回を重ねるご
とに参加者が増え、今回は 30 団体、総勢 180 人が参加
しました。大粒の雨が降る中にもかかわらず、参加者は
川沿いに捨てられた空き缶や家庭ごみ、川の中からは
自転車を回収。今回の清掃で、曲川はまた美しさを取り
戻したことでしょう。

少しでも川をきれいにしたい
10 月 30 日・曲川清掃

中間市暴力追放市民集会・防犯大会がなかまハーモニ
ーホールで開かれ、500 人以上の参加者が集まりました。
中間市防犯協会会長の池田久紀さんは「暴力団を恐れな
い、暴力団に金を出さない、暴力団を利用しないを徹底
し、安全で安心して暮らせる活力ある中間市を実現しま
しょう」と決議を力強く読み上げました。その後、参加
者はやすらぎ通りまで行進し、通行人に暴力のないまち
づくりを呼びかけました。

暴力を追放し安全と安心を
11 月 14 日・中間市暴力追放市民集会・防犯大会

コカ・コーラウエスト株式会社（末吉紀雄代表取締役会
長）が、中間北小学校、北中学校に一輪車や書籍代な
どを寄贈しました。末吉さんは、中間北小、北中の卒業生。

「今は私が子どもだったころと違い、努力が報われる時
代です。勉強やスポーツなどしっかり頑張ってください」
と笑顔で激励。北中学校生徒会副会長の松山侑真さん
は「会長が卒業生と知り驚きました。先輩から贈りもの
をいただき感謝しています」と語りました。

大先輩、贈りものをありがとう
11 月 10 日・中間北小学校、北中学校で寄贈品贈呈式

８月 30 日に東京都新宿区で行われた「ピアノと歌と管
弦のコンクール」で、管楽器サクソフォーン奏者の植村
龍太朗さん（池田一丁目）がグランプリを受賞しました。
植村さんは、「中間東中学校の吹奏楽部でサクソフォー
ンを始めたのがきっかけです。今は仕事もしていて、な
かなか練習時間がとれない中での受賞だったので、び
っくりしたし嬉しかったです」と気さくな笑顔で語って
くれました。

サクソフォーンでグランプリ受賞
植村龍太朗さんが「ピアノと歌と管弦のコンクール」でグランプリ
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はばたけ！市民活動
～ちいさな力を集めて、まちづくり～

●問合先　ボランティアセンター☎（２４６）２１８４

環
境
活
動
の
発
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
23
日
、
市
民
環
境
会
議
な
か

ま
の
環
境
を
良
く
す
る
会
主
催
で
、
環

境
活
動
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
発
表
会
が
、
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
20
人
の
参
加
が

あ
り
、参
加
者
か
ら
は
、

「
地
道
に
活
動
を
続
け

て
ほ
し
い
」「
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
に
結
び
つ

け
て
は
」
な
ど
の
意
見

が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

●
発
表
テ
ー
マ　

自
然
環
境
の
シ
ン
ボ

ル
「
ホ
タ
ル
と
メ
ダ
カ
」　

●
団

体　

中
間
ほ
た
る
メ
ダ
カ

の
会

●
内

容　

６
年
に
わ
た
り
曲
川

源
流
で
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
再
生
・

定
着
活
動
や
、
市
内
で
見
か
け
る

こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
メ
ダ
カ
の
保

護
活
動
、
遠
賀
町
の
団
体
と
サ
ケ

の
卵
か
ら
の
ふ
化
、
そ
し
て
遠
賀
川

へ
の
放
流
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
を
写
真
を
交
え
て
紹
介

●
コ
メ
ン
ト　
「
今
年
は
子
ど
も
た
ち

の
活
動
参
加
を
呼
び
か
け
て
、
も
っ

と
自
然
環
境
の
大
切
さ
を
次
世
代

に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」

●
発
表
テ
ー
マ　

広
が
っ
て
い
る
曲
川

の
環
境
を
守
る
活
動　
　

●
団

体　

曲
川
を
守
る
会

●
内

容　

平
成
19
年
度
か
ら
春
、

秋
の
２
回
、
切
畑
橋
か
ら
鳴
王
子

橋
付
近
ま
で
実
施
し
て
い
る
清
掃

活
動
の
紹
介

●
コ
メ
ン
ト　
「
当
初
は
30
人
足
ら
ず

の
参
加
者
が
、
今
で
は
約
30
団
体

200
人
に
ま
で
充
実
し
、
中
間
北
小

学
校
・
さ
く
ら
保
育
園
に
よ
る
Ｅ
Ｍ

だ
ん
ご
の
投
入
活
動
な
ど
幅
広
い

年
齢
層
が
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」

●
発
表
テ
ー
マ　

や
っ
ち
ゃ
れ
エ
コ
ラ

イ
フ
の
取
り
組
み
な
ど

●
団

体　

な
か
ま
の
環
境
を
良

く
す
る
会

●
内

容　

エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー
の

成
果
の
紹
介
と
生
ご
み
を
減
ら
す

実
践
活
動
と
し
て
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ

ン
ポ
ス
ト（
ダ
ン
ボ
ー
ル
式
生
ご
み

処
理
機
）の
紹
介
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ

ン
ポ
ス
ト
は
、
屋
内
で
手
軽
に
使
え

て
臭
い
も
あ
ま
り
気
に
な
ら
な
い

も
の
で
あ
る
と
い
う
説
明
に
、
参
加

者
は
興
味
深
そ
う
に
コ
ン
ポ
ス
ト
の

中
を
覗
き
こ
み
、
生
ご
み
が
分
解
さ

れ
た
様
子
を
観
察
し
て
い
ま
し
た

●
コ
メ
ン
ト　
「
節
電
や
省
エ
ネ
を
通

じ
て
環
境
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら

生
活
し
て
み
よ
う
と
、
中
間
西
小

学
校
か
ら
試
験
的
に
始
め
た
や
っ

ち
ゃ
れ
エ
コ
ラ
イ
フ
。
６
年
目
と
な

る
今
年
の
参
加
者
は
、
中
高
生
な

ど
の
協
力
も
あ
り
、
５
、０
０
０
人

を
超
え
ま
し
た
。
福
岡
県
内
で
も

唯
一
の
取
り
組
み
と
し
て
、
今
後
も

続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

　平成 14 年、精神障がいについて家族に言えない
人や、相談する人がいないなどの悩みを抱えた家
族が集まり、お互いの悩みを打ち明け、相談しあ
える家族会「にじの会」を発足しました。平成 20
年 12 月に家族会を NPO 法人化し、障がい者の自
立支援と社会復帰を目的とした「れんげじ作業所」
を開所しました。作業所では、めがね立ての製作、
農園作業、資源回収などの作業を行っています。
いつでもご相談ください。

ＮＰＯにじの会

●問合先　環境保全課☎（２４６）６２６５

平成23年度のもえるごみ搬入量は、対22年
度比５％の減量を目標にしています。ごみ
の減量化・資源化にご協力をお願いします。

23 年度 22 年度 差（23 年度－ 22 年度） 減量率

10　月 965,300㎏ 962,950㎏ 2,350㎏ － 0.2％

累　計 6,991,760㎏ 7,128,410㎏ △ 136,650㎏ 1.9％

もえるごみ搬入量状況

市
職
員
を
か
た
る
還
付
金
等
詐
欺
が

再
び
増
加
し
て
い
ま
す

■
事
例　

今
日
、
突
然
電
話
で
「
市
役

所
の
○
○
で
す
。
還
付
金
が
３
８
、０
０

０
円
あ
る
が
６
月
に
書
類
を
送
っ
た
の

に
返
事
が
な
い
。
期
限
が
き
て
い
る
が

今
日
の
夕
方
ま
で
な
ら
手
続
き
で
き
る

の
で
、
社
会
保
険
事
務
局
に
電
話
し
て

ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
。
教
え
て
も
ら

っ
た
番
号
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、
口
座

番
号
を
聞
か
れ
、
振
り
込
む
た
め
近
く

の
ス
ー
パ
ー
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
携
帯
電
話
を

持
っ
て
行
く
よ
う
言
わ
れ
た
。
銀
行
が

近
く
に
あ
る
の
に
変
だ
と
思
い
、
妻
に

通
帳
確
認
に
行
か
せ
た
と
こ
ろ
振
り
込

ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

■
ア
ド
バ
イ
ス　

市
役
所
職
員
が
、
還

付
金
な
ど
の
受
け
取
り
の
た
め
に
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
の
操
作
手
続
き
を
行
う
よ
う
に
連

絡
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
電

話
で
還
付
手
続
き
を
急
が
せ
た
り
、
わ

ざ
わ
ざ
金
融
機
関
以
外
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
指

定
し
て
携
帯
電
話
を
持
っ
て
行
く
よ
う

誘
導
さ
れ
た
場
合
は
、
怪
し
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
還
付
金
な
ど
に
つ
い
て
不
審
な

電
話
が
あ
っ
た
場
合
、
警
察
や
消
費
生

活
相
談
窓
口
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
（
２
４
６
）
５
１
１
０

く
ら
し
の
ミ
カ
タ

知っ得！
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くらしの

情報
くらしの

情報
危
険
物
取
扱
者
試
験
を

実
施
し
ま
す

●
期
日
・
場
所

○
平
成
24
年
２
月
26
日
日
・
九
州

共
立
大
学（
八
幡
西
区
自
由
ヶ

丘
）ほ
か
４
会
場

○
平
成
24
年
３
月
４
日
日
・
福
岡

地
区

●
試
験
の
種
類
と
受
験
料

〇
甲
種
…
…
…
５
、０
０
０
円

〇
乙
種
全
類
…
３
、４
０
０
円

〇
丙
種
…
…
…
２
、７
０
０
円

●
申
込
方
法　

12
月
15
日
木
か
ら

平
成
24
年
１
月
10
日
火（
消
印

有
効
）ま
で
に（
財
）消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
に
願
書
を
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子
申
請

の
受
付
期
間
は
12
月
12
日
月
～

平
成
24
年
１
月
７
日
土
で
す
。

詳
し
く
は（
財
）消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.shoubo-shiken.or.jp

※
願
書
と
受
験
案
内
は
、
中
間
市

消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先　

消
防
署

　

☎（
２
４
５
）０
９
０
１

中
間
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

年
末
お
楽
し
み
行
事

　

中
間
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
児
童
の
た

め
の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
末

の
お
楽
し
み
行
事
と
し
て
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
行
い
ま
す
。

●
日

時　

12
月
26
日
月
・
午

前
９
時

●
集
合
場
所　

市
民
図
書
館
前
ロ

ー
タ
リ
ー

※
帰
着
時
間
は
午
後
２
時
～
３
時

の
予
定
で
す
。

●
参
加
対
象　

小
学
生
と
中
学
生

※
参
加
料
、
昼
食
代
は
無
料
で
す
。

●
申
込
締
切　

12
月
19
日
月

●
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
売
店

　

☎（
２
４
４
）１
１
１
１

第
52
回
中
間
市

卓
球
大
会
参
加
者
募
集

　

中
間
市
卓
球
大
会
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
日

時　

平
成
24
年
２
月
26

日
日
・
午
前
９
時
～

●
場

所　

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
種

目　

団
体（
自
治
会
単
位

３
～
４
人
編
成
）、
個
人
一
般
、

シ
ニ
ア（
65
歳
以
上
）、
初
心
者

※
そ
れ
ぞ
れ
男
女
別
で
行
い
、
初

心
者
は
過
去
入
賞
者
を
除
き
ま
す
。

●
参
加
資
格　

中
間
市
内
居
住
者

●
参
加
料　

○
団
体
…
１
チ
ー
ム
１
、５
０
０
円

○
個
人
…
無
料

●
申
込
方
法　

体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い

●
申
込
締
切　

平
成
24
年
２
月
６

日
月
・
午
後
５
時

●
申
込
先　

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

※
今
回
か
ら
競
技
方
法
な
ど
が
大

幅
に
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
に
備

え
つ
け
の
大
会
案
内
、
要
項
、
申

込
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

中
間
市
卓
球
協
会

古
城
携
帯

　

☎
０
９
０（
６
７
７
２
）０
２
５
２

戦
後
強
制
抑
留
者
に

特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

●
対
象
者　

次
の
い
ず
れ
か
に

当
て
は
ま
る
こ
と
が
条
件
で
す

○
戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成
22
年

６
月
16
日
に
日
本
国
籍
が
あ
る

ご
存
命
の
人

○
平
成
22
年
６
月
16
日
以
降
に
戦

後
強
制
抑
留
者
が
亡
く
な
っ
た

相
続
人

●
受
付
締
切　

平
成
24
年
３
月
31

日
土

※
請
求
書
を
持
っ
て
い
な
い
人
に

は
、
請
求
書
類
を
送
り
ま
す
の
で
、

至
急
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

独
立
行
政
法
人
平

和
祈
念
事
業
特
別
基
金
事
業
部

特
別
給
付
金
担
当

　

☎
０
５
７
０
（
０
５
９
）２
０
４

○
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

☎
０
３（
５
８
６
０
）２
７
４
８

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
24
年
度
入
校
の
陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

●
対

象　

中
学
校
を
卒
業
し

た（
見
込
み
を
含
む
）、
15
歳
～

17
歳
未
満
の
男
子

●
申
込
締
切　

平
成
24
年
１
月
６

日
金

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

芦
屋
地
域
事

務
所

　

☎（
２
２
３
）０
９
８
１

県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　

募
集
対
象
団
地
、
募
集
戸
数
、

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
募
集

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
回
は
、

従
来
の
抽
選
方
式
で
は
な
く
、
ポ

イ
ン
ト
方
式
と
し
て
、
現
在
お
住

ま
い
の
住
宅
環
境
な
ど
の
困
窮
状

況
を
点
数
化
し
、
点
数
の
高
い
世

帯
か
ら
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

●
募
集
す
る
住
宅　

福
岡
県
内
に

所
在
す
る
県
営
住
宅

●
申
込
期
間　

平
成
24
年
１
月
10

日
火
～
18
日
水

※
１
月
18
日
の
消
印
ま
で
有
効
。

●
申
込
書
配
布
場
所

〇
中
間
市
役
所
案
内（
本
館
１
階
）、

都
市
整
備
課
、
東
部
出
張
所
、

西
部
出
張
所

〇
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
北
九
州

管
理
事
務
所（
八
幡
西
区
西
曲

里
町
２
‐
１
）な
ど

※
１
月
10
日
火
か
ら
配
布
し
ま
す

●
問
合
先　

福
岡
県
建
築
都
市

部
県
営
住
宅
課

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
７
３
９

ふ
く
お
か
農
林
漁
業

新
規
就
業
セ
ミ
ナ
ー

　

農
林
漁
業
を
始
め
て
み
た
い

人
、
農
林
漁
業
事
業
体
へ
の
就
職

を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
、
就
業

セ
ミ
ナ
ー
と
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

平
成
24
年
１
月
７

日
土
・
午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
場

所　

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー

ル（
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁

目
４
‐
２
）

●
内

容　

就
業
情
報
の
提
供
、

個
別
相
談

●
料

金　

無
料

●
問
合
先　

福
岡
県
農
林
水
産

部
農
林
水
産
政
策
課

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
４
９
５
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健
康
管
理
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

●
日

時　

12
月
26
日
月
・
午

後
２
時
～
３
時
30
分

●
場

所　

中
央
公
民
館

●
内

容　

脳
卒
中
を
予
防
し
、

治
療
し
、
よ
り
よ
く
生
き
る

●
定

員　

70
人（
先
着
順
）

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
方
法　

12
月
20
日
火
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先　

社
団
法
人
中

間
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
６
）４
５
２
８

芦
屋
基
地
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

航
空
自
衛
隊
と
芦
屋
基
地
に
対

す
る
ご
意
見
、
提
言
な
ど
を
聴
く
た

め
、基
地
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
対

象　

次
の
す
べ
て
に
当

て
は
ま
る
こ
と
が
条
件
で
す

○
20
才
以
上
の
人
で
、
防
衛
問
題

と
自
衛
隊
に
関
心
が
あ
る
人

○
公
正
で
建
設
的
な
意
見
を
持
っ

て
い
る
人

○
平
日
の
研
修
な
ど
に
出
席
で
き

る
人

※
議
会
議
員
お
よ
び
常
勤
公
務
員

は
除
き
ま
す
。

●
期

間　

平
成
24
年
４
月
～

平
成
25
年
３
月
の
１
年
間

●
定

員　

10
人

●
申
込
方
法　

郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、

職
業
、
電
話
番
号
、
申
込
理
由

を
記
入
の
う
え
往
復
は
が
き
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
締
切　

平
成
24
年
１
月
19

日
木
・
必
着

●
申
込
・
問
合
先　

航
空
自
衛
隊

芦
屋
基
地
基
地
渉
外
室（
〒
807
‐

０
１
３
３
遠
賀
郡
芦
屋
町
大
字

芦
屋
１
４
５
５
‐
1
）

　

☎（
２
２
３
）０
９
８
１

住
居
・
生
活
困
窮
者
相
談

支
援
年
末
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

福
岡
労
働
局
で
は
、
年
末
に
向

け
、
住
居
、
生
活
、
仕
事
で
困
っ

て
い
る
人
へ
の
相
談
を
強
化
し
て
い

ま
す
。
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、

県
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
専
門
相
談

窓
口
や
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
中
高
年
齢
者
を

対
象
と
し
た
就
職
面
談
会
で
の
出

張
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ど
う
ぞ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先　

八
幡
公
共
職
業
安

定
所

　

☎（
６
２
２
）５
５
６
６

養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す

　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
母
子
・
父

子
家
庭
や
離
婚
協
議
中
の
人
を
対

象
に
、
養
育
費
の
電
話
相
談
業
務

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
相
談
を
希

望
す
る
人
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

福
岡
県
母
子
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
４
８（
２
１
）０
３
９
０

求
職
者
支
援
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た

　

求
職
者
支
援
制
度
は
、
雇
用
保

険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者
に
、

無
料
の
職
業
訓
練（
求
職
者
支
援

訓
練
）を
実
施
す
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
収
入
や
資
産
な
ど
の
一

定
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
訓
練

期
間
中
に
職
業
訓
練
受
講
給
付
金

を
支
給
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
積

極
的
な
就
職
支
援
を
行
い
、
早
期

の
就
職
を
め
ざ
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先　

八
幡
公
共
職
業
安

定
所

　

☎（
６
２
２
）５
５
６
６

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金

無
料
電
話
相
談

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ

金
に
関
す
る
相
談
に
司
法
書
士
が

応
じ
ま
す
。

●
日

時　

毎
週
月
曜
～
金
曜

日
の
午
後
６
時
～
８
時

●
相
談
方
法　

電
話
に
よ
る
相
談

●
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
９
２（
７
２
４
）９
５
０
５

●
問
合
先　

福
岡
県
青
年
司
法

書
士
協
議
会

　

☎
０
９
２（
２
８
３
）３
０
８
０

中
間
市
・
遠
賀
郡
の
指
定
ご
み
袋
に

掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
24
年
度
中
に
作
成
す
る「
も

え
る
ご
み（
大
）・（
中
）の
袋
」
に

掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

●
予
定
数
量
・
広
告
の
大
き
さ
・

募
集
数　

○
も
え
る
ご
み（
大
）
…
265
万
枚
・

（
縦
）80
㎜
×（
横
）380
㎜
・
４
枠

○
も
え
る
ご
み（
中
）
…
120
万
枚
・

（
縦
）80
㎜
×（
横
）280
㎜
・
２
枠

●
広
告
掲
載
料（
１
枠
）

○
も
え
る
ご
み（
大
）
…
20
万
円

○
も
え
る
ご
み（
中
）
…
10
万
円

●
広
告
掲
載
の
開
始
予
定
時
期

　

平
成
24
年
４
月
以
降

※
組
合
や
各
販
売
店
の
在
庫
状
況

に
よ
り
、
掲
載
袋
の
販
売
開
始
が

ず
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
1
社
が
申
し
込

む
こ
と
の
で
き
る
広
告
の
数
は
、

袋
の
種
類
ご
と
に
1
枠
で
す
。
応

募
多
数
の
場
合
は
組
合
で
選
考
し

ま
す
。

●
応
募
方
法　

申
込
書
に
広
告
の

原
稿
を
添
え
て
、
遠
賀
・
中
間

地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い

●
募
集
期
間　

12
月
16
日
金
～
平

成
24
年
１
月
６
日
金
・
午
後
５
時

※
申
込
用
紙
設
置
場
所
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
合
先　

遠
賀
・
中
間

地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

　

☎（
２
９
３
）３
５
８
１

問合先　TEL ０９３-２４３-３９３９

弐号館
計画中 入　居　時　費　用

入居申込金……100,000 円
敷　　　金……  96,000 円

所在地 〒809-0032  中間市中尾１丁目１番 25 号 ※食費は、１か月 30 日換算、１日３食分の料金です

月　　額　　料　　金
家　　　賃……  48,000 円
管　理　費……  12,000 円
食　　　費……  18,900 円
厨房管理費……  26,100 円

合　　　計……105,000 円

あすなろ中間住宅型有料老人ホーム

空室残りわずか
～住み慣れた町で安心して暮らしませんか？～～住み慣れた町で安心して暮らしませんか？～ 有

料
広
告
欄
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不
妊
治
療
の
助
成
回
数
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

　

福
岡
県
で
は
、
不
妊
に
悩
む
夫

婦
に
不
妊
治
療
費
の
助
成
と
相
談

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
、
不
妊
治
療

費
の
助
成
が
１
年
度
目
は
年
３
回

ま
で
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
２
年
度
目
以
降
は
年
２
回

を
限
度
と
し
、
通
算
５
年
度
助
成

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
合

計
10
回
ま
で
で
す
。

●
対

象　

福
岡
県
内（
北
九

州
市
、
福
岡
市
、
久
留
米
市
以

外
の
市
町
村
）在
住
の
法
律
上

の
夫
婦

※
外
国
籍
の
人
は
、
外
国
人
登
録

原
票
で
夫
婦
と
確
認
で
き
る
人
。

●
所
得
制
限　

夫
婦
の
所
得
の
合

計
金
額
が
730
万
円
未
満
の
人

※
所
得
の
計
算
方
法
は
、
申
請
窓

口
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
対
象
治
療　

体
外
受
精
・
顕
微

授
精（
凍
結
卵
・
胚
を
使
用
し

た
治
療
を
含
む
）

※
凍
結
保
存
料
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
採
卵
に
至
ら
な

い
場
合
も
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
助
成
額　

１
回
の
治
療
に
つ

き
上
限
額
15
万
円

●
医
療
機
関　

知
事
が
指
定
し
た

医
療
機
関

※
指
定
医
療
機
関
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
の

際
は
、
申
請
窓
口
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　

治
療
が
終
了
し
た
日

の
属
す
る
年
度
内（
３
月
31
日
ま
で
）

※
や
む
を
え
ず
年
度
内
に
申
請
で

き
な
い
場
合
に
限
り
、
翌
年
度
の
４

月
10
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

宗
像
・
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所

　

☎
０
９
４
０（
３
７
）４
０
７
０

障
が
い
者
職
業
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す

●
訓
練
コ
ー
ス　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

製
図
科
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、

商
業
デ
ザ
イ
ン
科
、
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ

ス
科
、
福
祉
住
環
境
科
、
ネ
ッ
ト

ビ
ジ
ネ
ス
科
、
総
合
実
務
科

●
定

員　

各
20
人

※
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
科
は
30
人
で
す
。

●
訓
練
期
間　

１
年
間

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
は
２
年
間

で
す
。

●
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳

所
持
者
ま
た
は
取
得
可
能
な
人

※
身
体
障
が
い
以
外
の
障
が
い
が

あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　

平
成
24
年
１
月
６

日
金

※
応
募
書
類
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

国
立
県
営
福
岡
障

害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎（
７
４
１
）５
４
３
１

公
共
職
業
訓
練
生
を
募
集

●
募
集
科　

プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計

科
、
自
動
車
整
備
科
、
機
械
科
、

建
築
科
、
塗
装
科

●
応
募
締
切　

平
成
24
年
１
月
20

日
金

●
選
考
日　

２
月
３
日
金

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

福
岡
県
立
小
竹
高

等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
４
９
６（
２
）６
４
４
１

地
域
在
宅
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

が
ん
や
難
病
な
ど
で
緩
和
ケ
ア

を
受
け
な
が
ら
、
住
み
慣
れ
た
家

で
の
療
養
を
希
望
す
る
人
の
相
談

窓
口
で
す
。

　

が
ん
な
ど
で
、
病
気
の
治
癒
や

完
治
を
目
的
と
し
た
治
療
が
有
効

で
な
く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
痛
み
や

苦
し
み
を
や
わ
ら
げ
、
そ
の
人
ら
し

く
住
み
慣
れ
た
家
で
療
養
で
き
る

よ
う
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
お
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
受
付
時
間　

月
曜
～
金
曜

日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
相
談
電
話
番
号　

　

☎
０
９
４
０（
３
６
）２
３
６
６

●
問
合
先　

宗
像
・
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所

　

☎
０
９
４
０（
３
６
）２
３
６
６

〇日時…１月７日土、20日金、26日木・午
後３時～５時（前日まで窓口で予約受付・受
付時間は月曜日～金曜日の午前８時30分～
午後５時15分・定員10人）
●問合先　中間市社会福祉協議会☎（２４４）１２３０

〇日時…１月11日水・午前10時～午後４時
（受付は午後３時まで）
●問合先　総合まちづくり課☎（２４６）２０１７

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
〇日時…１月７日土、20日金・午後３時～５時
●問合先　総務課☎（２４６）６２３２

〇日時…毎月第１～４火曜日・午後１時～
２時…介護保険課（市役所１階）、午後２時
30分～３時30分…ハピネスなかま
●問合先　介護保険課☎（２４６）６２８２

悪質商法などでお悩みのときはご相談ください。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後４時
●問合先　消費生活相談窓口☎（２４６）５１１０

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）など
児童に関する相談をお受けします。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後５時
●問合先　こどもと福祉の課☎（２４６）３５１５

未成年者の非行などに関する相談はこちら。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

あなたが納得のいく生き方ができるようお
手伝いします。
〇受付　月曜日～金曜日・午前８時30分～午
後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課☎（２４５）７８０１

〜気軽にご利用ください〜

無料相談コーナー

補聴器相談
■場所 介護保険課・ハピネスなかま

消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館 2 階）

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3 階）

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

行政相談
■場所 ハピネスなかま

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権センター）
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健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
教
室

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

食
事
編

●
日

時　

平
成
24
年
１
月
19

日
木
・
午
前
９
時
30
分
～
午
後

１
時（
受
付
は
９
時
か
ら
）

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
テ
ー
マ　

食
事
で
防
ぐ
慢
性

腎
臓
病

●
内

容　

栄
養
士
に
よ
る
講

義
と
調
理
実
習

●
受
講
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に

当
て
は
ま
る
人

○
肥
満
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を

改
善
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
人

○
家
族
の
調
理
を
担
っ
て
い
る
人

○
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
知
り
た

い
人

○
特
に
蛋
白
尿
な
ど
の
腎
障
が
い

が
あ
る
人
や
腎
機
能
低
下
を
医

師
か
ら
指
摘
さ
れ
た
人

※
治
療
中
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
定

員　

40
人（
先
着
順
）

●
参
加
料　

400
円（
食
材
料
費

と
し
て
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用
具
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
電
卓
、
健

康
手
帳
、
あ
れ
ば
食
品
成
分
表

●
申
込
締
切　

１
月
12
日
木

※
受
講
取
り
消
し
の
連
絡
は
、
１

月
12
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。
13

日
以
降
に
受
講
取
り
消
し
を
す
る

場
合
は
、
参
加
料
400
円
を
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
参
加
者
の
声　

10
月
12
日
に
開

催
さ
れ
た
、
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー

ト
教
室（
食
事
で
防
ぐ
腎
臓
病
）に

参
加
し
た
み
な
さ
ん
の
声
を
一
部

紹
介
し
ま
す
。

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
は
な
く
、

た
ん
ぱ
く
質
・
塩
分
も
気
を
付

け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
初
め

て
知
り
ま
し
た

○
今
ま
で
は
塩
分
の
量
が
多
か
っ

た
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た

○
焼
く
よ
り
蒸
し
料
理
の
方
が
カ

ロ
リ
ー
も
下
が
り
、
ふ
っ
く
ら

し
て
美
味
し
か
っ
た

　

運
動
編

●
日

時　

平
成
24
年
１
月
10

日
火
・
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
（
受
付
は
９
時
30
分
か
ら
）

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
テ
ー
マ　

お
正
月
に
食
べ
過

ぎ
た
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
健
康

長
寿
遺
伝
子
を
目
覚
め
さ
せ
よ
う

～
チ
ュ
ー
ブ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
～

●
内

容　

チ
ュ
ー
ブ
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
で
筋
肉
量
を
増
や
し
、

基
礎
代
謝
を
あ
げ
、
体
脂
肪
を

燃
や
し
ま
す

※
長
寿
遺
伝
子
と
は
、
老
化
の
ス

ピ
ー
ド
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
遺

伝
子
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

生
活
や
適
度
な
運
動
を
続
け
る
こ

と
で
、
長
寿
遺
伝
子
が
活
性
化
さ

れ
ま
す
。

　

運
動
不
足
に
な
る
と
、
筋
肉
量

が
減
り
、
太
り
や
す
く
な
っ
て
動

脈
硬
化
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま

す
。
健
康
づ
く
り
に
は
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
よ
う
な
有
酸
素
運
動
の

ほ
か
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
併

せ
て
行
う
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
受
講
対
象　

運
動
不
足
を
感
じ

て
い
る
人
、
体
重
が
気
に
な
る

人
な
ど

※
現
在
、
病
気
治
療
中
の
人
は
、

医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指
示
の
な

い
人
に
限
り
ま
す
。

●
定

員　

25
人（
先
着
順
）

●
参
加
料　

無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の　

室
内
シ
ュ

ー
ズ（
動
き
や
す
い
服
装
）、
タ

オ
ル
、
水
筒（
必
要
な
人
）、
健

康
手
帳

●
申
込
締
切　

１
月
６
日
金

　

い
ず
れ
も

●
申
込
・
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
６
）１
６
１
１

健康ファミリー
保健センターだより

保健センター☎（２４６）１６１１

中間市立病院
☎（２４５）０９８１
中間市蓮花寺三丁目１‐７

■今回の講師■

医療講座
知って得する

№
Medical Lecture

　

先
月
に
引
き
続
き
超
音
波
検

査
に
つ
い
て
で
す
。
今
回
は
、「
ど

の
よ
う
な
病
気
が
分
か
る
か
」

な
ど
を
中
心
に
お
話
し
ま
す
。

　

一
般
に
超
音
波
は
形
の
変
化

を
検
査
し
ま
す
。
対
象
と
す
る

臓
器
の
密
度
と
音
波
が
通
る
速

度
を
掛
け
た
も
の
が
超
音
波
の

色
の
違
い
と
な
っ
て
現
れ
る
の

で
、「
白
が
悪
い
」「
黒
が
悪
い
」

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

具
体
的
に
は
左
表
の
よ
う
な
病

気
が
分
か
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
子
宮
体
部
癌
は

あ
る
程
度
分
か
り
ま
す
が
、
子

宮
頚
部
癌
は
超
音
波
で
は
進
行

し
た
も
の
で
な
い
と
分
か
ら
な
い

こ
と
も
多
い
た
め
、
や
は
り
子

宮
癌
検
診
は
大
変
重
要
で
す
。

　

よ
く
指
摘
さ
れ
る
疾
患
に
脂

肪
肝
が
あ
り
ま
す
。
本
来
は
顕

微
鏡
で
肝
臓
の
組
織
を
見
て
３

分
の
１
以
上
の
脂
肪
成
分
の
あ

る
も
の
を
脂
肪
肝
と
言
い
ま
す

が
、
超
音
波
で
は
通
常
よ
り
白

く
写
る
た
め
、
脂
肪
肝
と
判
断

で
き
ま
す
。
純
粋
な
脂
肪
肝
で

あ
れ
ば
、
身
長
か
ら
割
り
出
し

た
理
想
体
重
に
減
量
し
、
３
～

６
か
月
維
持
す
る
と
脂
肪
肝
は

改
善
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
肝

臓
の
周
り
に
皮
下
脂
肪
の
よ
う

に
余
分
な
脂
肪
が
つ
い
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
肝
臓
の
正
常
細

胞
の
働
き
を
妨
げ
て
い
る
の
で

放
置
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
余

談
で
す
が
、
次
の
食
べ
物
に
あ

り
つ
け
る
か
分
か
ら
な
い
状
態

の
肝
臓
も
、
入
っ
て
き
た
栄
養

素
を
脂
肪
と
し
て
肝
臓
に
蓄
え

る
た
め
脂
肪
肝
な
の
で
す
。
人

間
の
身
体
っ
て
、不
思
議
で
す
ね
。

超音波検査
（後編）

51

日野山弘美 超音波検査士

状況 疑われる箇所・病気

腫瘍・のう胞
（水のたまり）

肝臓、胆のう、すい臓、脾
ひ

臓、腎臓、子宮体部、
卵巣、膀

ぼうこう

胱、乳腺など
結石 胆のう、胆管、すい臓、腎臓、尿管、膀胱など

腫大（腫れ）・
委縮

肝臓、胆のう、すい臓、脾臓、腎臓、卵巣、前
立腺など

外傷 肝臓、すい臓、脾臓、腎臓、血管など

そのほか
頸動脈異常、大動脈瘤

りゅう

、腹水、胸水、
子宮筋腫

※ほかにもたくさんの病気があります。

チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
て

楽
し
く
運
動
し
よ
う
よ
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私
は
小
さ
い
こ
ろ
よ
く
い
じ
め
ら

れ
て
ま
し
た
。
私
は
、
小
さ
い

こ
ろ
は
と
て
も
気
が
弱
く
て
す
ぐ
イ
ジ

メ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
気
付
い
た
お
母
さ
ん
か
ら
「
悔

し
く
な
い
ん
ね
？
も
っ
と
強
く
な
り
な

さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
の

言
葉
を
聞
い
て
「
強
く
な
ら
な
き
ゃ
」

と
思
い
、
い
つ
も
私
を
い
じ
め
て
い
る

子
た
ち
に
「
何
で
そ
ん
な
こ
と
す
る
ん
」

と
勇
気
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
言
い
ま
し
た
。

す
る
と
そ
れ
か
ら
私
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か

ら
外
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
の
と
き
、

お
母
さ
ん
が
あ
の
言
葉
を
言
っ
て
く
れ

て
な
け
れ
ば
今
、
私
は
ま
だ
弱
い
ま
ま

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
今
、
も
し

友
だ
ち
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
ら
止
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
当
で
す
。
今
、

私
の
周
り
で
イ
ジ
メ
や
差
別
を
す
る
人

は
い
な
い
と
信
じ
て
ま
す
。
で
も
も
し

い
た
ら
み
ん
な
で
止
め
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、「
そ
う
い
う
こ
と
を

し
て
は
い
け
な
い
ん
だ
よ
。」
と
伝
え
て

い
け
た
ら
、
ク
ラ
ス
か
ら
学
年
へ
学
年

か
ら
全
校
へ
と
、
ど
ん
ど
ん
広
ま
っ
て

い
き
、
日
本
だ
け
じ
ゃ
な
く
世
界
の
イ

ジ
メ
や
差
別
が
な
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
思
っ
て
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
こ

の
作
文
か
ら
も
伝
え
て
い
け
た
ら
な
と

思
い
ま
す
。
ま
だ
日
本
の
中
に
イ
ジ
メ
、

人
種
差
別
な
ど
が
絶
え
ま
せ
ん
。
私
は

テ
レ
ビ
で
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
た
び
に
悲

し
く
な
り
ま
す
。
イ
ジ
メ
を
受
け
た
人

が
絶
え
ら
れ
な
く
な
り
、
自
殺
。
私
に

は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
イ
ジ
メ
を

し
た
の
か
、
な
ぜ
周
り
の
人
た
ち
が
止

め
て
あ
げ
な
か
っ
た
の
か
。
周
り
の
人

が
「
大
丈
夫
？
」
と
一
言
声
を
か
け
て

あ
げ
た
ら
少
し
は
変
わ
っ
て
た
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
私
は
思
い
ま
す
。
私
は
つ

い
最
近
と
て
も
感
動
し
た
言
葉
が
あ
り

ま
す
。one for all. all for one.
「
一
人

は
み
ん
な
の
た
め
に
。
み
ん
な
は
一
人

の
た
め
に
」
と
言
う
意
味
の
言
葉
で
す
。

こ
れ
を
初
め
て
聞
い
た
と
き
、「
す
ご
く

い
い
言
葉
だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
私

の
中
で
一
番
好
き
な
言
葉
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
言
葉
を
色
々
な
人
に

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。
私
の
将
来
の

夢
は
テ
レ
ビ
に
出
る
仕
事
を
し
た
い
な

と
思
っ
て
ま
す
。
テ
レ
ビ
に
で
て
よ
り

多
く
の
人
た
ち
に
、
イ
ジ
メ
や
差
別
は

い
け
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ

んone for all. all for one.

を
伝
え
て

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
た
ら
私
は
と
て

も
「
い
い
な
！
」
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
、
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
罪

も
な
く
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
。
原
子
力

発
電
所
で
放
射
線
が
で
て
、
内
部
被
爆

を
し
て
亡
く
な
っ
て
い
る
人
も
い
る
と

思
い
ま
す
。
今
こ
そ
ち
ゃ
ん
と
、
人
権

の
こ
と
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
き
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
こ
そ
「
一
人
は
み
ん
な
の

た
め
に
。
み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
」

で
す
。
ま
ず
は
、
募
金
か
ら
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
人
の
命
に
つ
い
て
し
ん
け

ん
に
考
え
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
ま
ず
、
自
分

で
や
れ
る
こ
と
を
や
っ
て
そ
れ
か
ら
自

分
一
人
で
は
や
れ
な
い
こ
と
を
、
家
族
や

友
だ
ち
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
な
ど
と
や
っ

て
い
け
た
ら
、
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
じ

ゃ
な
く
や
っ
て
い
き
ま
す
。
難
か
し
い
こ

と
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
少
し
時
間
を

か
け
て
で
も
私
は
や
り
ま
す
。
最
後
に
、

私
は
も
う
一
つ
、
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
世
界
平
和
で
す
。
世
界
中
が
幸

せ
で
、
イ
ジ
メ
も
な
く
、
差
別
も
な
い

世
界
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。

「身近な差別・イジメについて」
松本　真綾 さん
（中間中学校３年）

平成22年度小・中学校人権作文から

子どもたちの
瞳に映るもの

人権問題シリーズ

いやがらせ　最後は自分に　返ってくる
 　　中間北中学校３年 白石　和樹さん
ありがとう　みんなの心を　つなぐ糸
 　　中間中学校３年 和田　勇弥さん
摘み取ろう　心にひそむ　差別の芽
 　　中間南小学校６年 樫東　眞子さん

人　権　標　語

　「俳句王国」の公開録画をなかまハーモニーホールで行
います。俳句の面白さや日本語の美しさを堪能していただ
くとともに、俳句の作者や句の意味などを推理していく知
的エンターテインメントとしてもお楽しみいただけます。
観覧には事前の申し込みが必要です。多くのみなさんのお
越しをお待ちしています。
●期 日　平成 24年２月４日土
●時 間　午後１時 20分～３時 20分
（開場は12時 30分～）

●場 所　なかまハーモニーホール・大ホール
●観 覧 料　無料
● 申込方法　郵便往復はがきの「往信用裏面」に郵便番号、
住所、名前、電話番号、自由題で未発表の作品を一句（作
品の投句は任意）、「返信用表面」に郵便番号、住所、名
前を記入のうえ申し込んでください

俳句王国
中間市で公開録画。あなたも観覧しませんか。 ●申込締切　平成 24年１月６日金・必着

※申込者多数の場合は、抽選のうえ、１枚で２人まで入場
できる整理券を１月23日月ごろ発送します。
● 申 込 先　NHK北九州放送局「俳句王国」係〔〒803‐
8555（住所不要）NHK北九州放送局〕

●注意事項
○１歳以上のお子さんから入場整理券が必要です
○	句は１人１句でお願いします。お寄せいただいた作品の
中から３句を特選として番組の中で紹介します
○	インターネットオークションなどでの転売を目的とした
申し込みは固くお断りします。売買を目的とした申し込
みであると判明した場合には、抽選対象外とします

●問 合 先　NHK北九州放送局
　☎（５９１）５００２
　（土曜・日曜日・祝日を除く平日午前９時～午後７時）
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Cooking
今月のおすすめ料理 

豆知識！役

に立つ ゆで卵を作るとき、あらかじめ殻の丸みのある方に針などで小さな穴を開けておくと、
ゆでている最中に殻が割れることもなく、殻もきれいにむける。

の
みんな

このページは、みなさんでつくる
コーナーです。イラストやマンガ、
エッセイ、お知らせなどをお待ち
しています。はがきで広報広聴係
までご連絡ください。

ひろば
❖ 

福
岡
県
立
小
倉
高
等
技
術

専
門
校
体
験
教
室

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

平
成
24
年
１
月
21
日
土
・

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場

所　

福
岡
県
立
小
倉
高
等
技

術
専
門
校（
小
倉
南
区
横
代
東
町
一

丁
目
４
‐
１
）

●
対

象　

一
般
、
離
転
職
者
お
よ

び
学
生

●
内

容　

訓
練
生
の
作
品
展
示
、

体
験
教
室
、
校
内
見
学

●
入
場
料　

無
料

●
問
合
先　

福
岡
県
立
小
倉
高
等
技

術
専
門
校

　

☎（
９
６
１
）４
０
０
２

❖ 

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
も
じ
少
年

自
然
の
家
を
開
催
し
ま
す

　

も
じ
少
年
自
然
の
家
で
は
、
今
年
初

め
て
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
を
開
催

し
ま
す
。
数
百
本
の
キ
ャ
ン
ド
ル
に
囲

ま
れ
て
癒
し
の
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

お
話
会
、
演
奏
会
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、

家
族
や
友
だ
ち
と
、
も
ち
ろ
ん
一
人
で

も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

12
月
17
日
土
・
午
後
６

時
～
９
時

●
場

所　

も
じ
少
年
自
然
の
家

　
（
門
司
区
大
字
喜
多
久
784
‐
１
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　

上
履
き

●
参
加
料　

無
料

※
暖
か
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

も
じ
少
年
自
然
の
家

　

☎（
３
４
１
）１
１
２
８

❖ 

北
九
州
地
区
教
育
力
向
上

福
岡
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
「
未
来
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
～
夢
と
希

望
と
志
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
界
で
活

躍
す
る
４
人
が
若
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
し
ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　

平
成
24
年
１
月
14
日
土
・

午
前
８
時
50
分
～
午
後
零
時
20
分

●
場

所　

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル

●
内

容　

中
間
東
中
学
校
吹
奏
楽

部
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

●
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー　

滝
悦
子
さ
ん（
エ

ッ
セ
イ
ス
ト
）

●
出

演　

萬
田
美
子
さ
ん（
タ
レ

ン
ト
）、
松
木
健
祐
さ
ん（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
制

作
局
）、
岩
㟢
雅
子
さ
ん（
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ニ
ス
ト
）、
山
元
彪
ノ
介
さ
ん

（
建
設
会
社
社
長
）

●
入
場
料　

無
料

●
定

員　

700
人

※
当
日
は
託
児
が
あ
り
ま
す
。
希
望
者

は
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

●
問
合
先　

福
岡
県
教
育
庁
北
九
州

教
育
事
務
所

　

☎
０
９
４
９（
２
５
）１
２
０
０

❖ 
福
岡
県
立
北
九
州
視
覚
特
別

支
援
学
校
入
学
者
募
集

　

平
成
24
年
度
の
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

○
幼
稚
部
…
平
成
24
年
１
月
30
日
月
～

２
月
10
日
金

○
高
等
部
…
平
成
24
年
１
月
23
日
月
～

２
月
３
日
金

●
入
学
検
査　

３
月
６
日
火

●
募
集
人
数
・
対
象

○
幼
稚
部
…
若
干
名
・
平
成
20
年
４
月

２
日
～
平
成
21
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
幼
児

○
高
等
部（
理
療
科
）
…
10
人
・
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ

う
師
の
国
家
資
格
取
得
を
め
ざ
す
人

で
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は

平
成
24
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

●
視
覚
障
が
い
の
程
度　

次
の
い
ず
れ

か
の
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
対
象

に
な
り
ま
す

○
両
眼
の
矯
正
視
力
が
お
お
む
ね
0.3
未

満
で
あ
る
こ
と

○
視
野
狭き

ょ
う
さ
く窄
な
ど
、
視
力
以
外
の
高
度

な
視
機
能
障
が
い
が
あ
る
こ
と

※
身
体
障
害
者
手
帳
の
有
無
は
入
学
の

条
件
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　

福
岡
県
立
北
九
州
視
覚

特
別
支
援
学
校

　

☎（
６
５
１
）５
４
１
９

作り方
①�豚バラ肉は１口大に切り、湯カップ２弱で
約５分間煮る
②�チンゲン菜は葉を１枚ずつはがして３～４
㎝に削ぎ切りにし、軸と葉の部分に分けて
おく。炒める直前まで水に漬けておき、パ
リッとさせる
③�中華鍋にサラダ油を熱し、水気を切ったチ
ンゲン菜の軸を入れて塩１／２量をふり、
強火で炒める。さらに葉を加えて残りの塩
をふり、全体を炒めて酒をふる。しんなり
したら、①を汁ごと加えてこしょうをふり、
チンゲン菜が柔らかくなるまで煮る
④�牛乳を加えて一煮立ちさせ、水溶き片栗粉
でとろみをつけて仕上げる

チンゲン菜の
クリーム煮

チンゲン菜…600グラム、豚バラ肉
（薄切り）…200グラム、牛乳…200
㎖、片栗粉…大さじ１、サラダ
油…大さじ２、塩…小さじ２／３、
酒…大さじ２、こしょう…少々

材　料（４人分）

中間市食生活改善推進会（緑の会）
エネルギー311㎉　食塩1.3ℊ
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▶早いもので今年もあとわずか。忘年会シーズンに突入です。誘
惑に負けず、心と体を引き締めて頑張ります。（健）
▶今年は４月から新体制。来年はさらにパワーアップしますので、
広報なかまをこれからもよろしくお願いします。（謙）
▶今年は取材を通じて、たくさんの人との出会いの年となりまし
た。みなさんよいお年をお迎えください。（悠）

編集
後記

平成 21 年８月１日生（中尾四丁目）

　いつも元気一杯なはると
くん。毎日笑顔と元気で幼
稚園がんばってネ！！

奈
な

須
す

遼
は る と

斗 ちゃん
平成 22 年１月 30 日生（東中間二丁目）

　ママとパパの宝物だよ。
これからも明るく元気なエ
イタンでいてね♪

安
や す た け

武 瑛
え い た

泰 ちゃん

　市民図書館は現在休館していますが、読書ボラ
ンティアの「ほっとブックなかま」は、毎月第３
土曜日におはなし会を開催しています。場所は月
ごとに変わりますが、楽しい話を毎回聞かせてく
れます。
　親子でぜひ参加してください。
●日 時　12 月 17 日土・午前 11 時～
●場 所　地域交流センター
● 内 容　クリスマスに関わる絵本の読み聞か

せなど
●問 合 先　市民図書館
　☎（２４５）４６６４ 

「ほっとブックなかま」のおはなし会
クリスマス会を開催します

市民図書館だより

市民図書館で開催されたときの様子

15年ぶりに銀賞に輝く

前列左から湯浅ちひろさん、原田麻央さん、島崎菜光希さん
後列左から丸山千尋さん、宇都宮信平さん、伊藤碧さん

人形がつない
だ縁で賑やかな米寿

　中間市在住の６人が所属する北筑高等学校吹
奏楽部が、11 月 20 日に大阪市で開催された全日
本マーチングコンテストに出場し、銀賞を受賞し
ました。15年ぶりとなる出場に、「感動を与えたい」
と話していた６人の思いは、きっと見ている人た
ちに伝わったことでしょう。同校は、12 月 18 日
にさいたま市で開催される第 39 回マーチングバ
ンド・バトントワーリング大会にも出場。こちら

では金賞目ざして頑張ってくださいね。

　11 月４日～６日、山本美枝子さん（浄花町）
宅で「米寿を迎えての作品展」が開かれました。
家の中は、色とりどりの和紙人形や木目込み人
形などでいっぱい。山本さんは月２回、無料で
人形作り教室を開き、集まった人たちと人形作
りを楽しみます。山本さんは「人形づくりで集
まった人たちとおしゃべりができるから楽しい。
手と口が動く限り続けていきたいですね」と夢

を語りました。

山本美枝子さん（写真中央）と生徒さんたち
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俳

　句

末
永

　あつ
し

　選

少
年
期
親
が
杭
打
つ
道
標

	

弥
生
一
丁
目	

大
　
住
　
久
　
子

つ
る
べ
落
し
過
去
帳
め
く
り
泣
き
笑
い

	

通
谷
五
丁
目	

濱
　
下
　
ス
ミ
ヱ

お
は
よ
う
の
挨
拶
だ
け
で
気
分
よ
し

	

弥
生
一
丁
目	

堀
　
　
　
す
み
子

敬
老
を
敬
わ
れ
て
は
背
筋
伸
び

	

弥
生
二
丁
目	

永
　
石
　
ス
ミ
子

抜
け
道
の
ナ
ビ
は
答
え
を
教
え
な
い

	

中
央
三
丁
目	

桑
　
原
　
康
　
博

諍
い
て
ふ
と
目
を
や
れ
ば
厨
房
に
苦
手
の
里
芋
の
剥
い
て
あ
る
な
り

	

太
賀
一
丁
目	

石
　
田
　
順
　
子

水
面
に
赤
レ
ン
ガ
の
家
色
う
つ
す
二
羽
の
水
鳥
よ
り
そ
い
泳
ぐ

	

太
賀
三
丁
目	

日
　
野
　
康
　
子

中
秋
の
月
す
み
わ
た
り
天
空
を
の
ぼ
る
姿
に
手
を
合
せ
お
り

	

通
谷
一
丁
目	

戸
　
田
　
恵
美
子

お
日
さ
ま
の
温
み
に
す
つ
ぽ
り
包
ま
れ
て
ぐ
っ
す
り
眠
れ
り
夢
一
つ
見
ず

	

岩
瀬
四
丁
目
　	

吉
　
岡
　
比
呂
己

つ
は
ぶ
き
に
黄
色
の
蝶
の
ま
つ
は
り
て
力
の
か
ぎ
り
を
叫
ぶ
か
に
見
ゆ

	

通
谷
一
丁
目	

宮
　
崎
　
弥
　
生

秋
簾

す
だ
れ

病
の
事
に
触
れ
ぬ
ま
ま

	

小
田
ヶ
浦
一
丁
目	

広
　
松
　
律
　
子

倒
木
に
銀
鱗
め
き
て
毒
菌

	

太
賀
一
丁
目	

緒
　
方
　
益
　
子

稲は

ざ架
棒
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を
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て
る
藷
畑

	

通
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藤
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吉
富
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　選

扌
福
田
俊
子
さ
ん
（
松
ヶ
岡
）・
作

■ 「広報なかま」の配布は発行日から開始します。みなさんのお手元に３日以内でお届けできるようにしています

短

　歌

立
花

　勲

　選

中
間
市
短
歌
会

モデルは子育て支援センターに遊びに来ていた柴田菜採さん（中央三丁目）と千奈美ち
ゃん（５か月）。この日は父親の昌宏さんも一緒。菜採さんは「健診のときに保健センタ
ーで紹介されて遊びに来ました。楽しい雰囲気でママ友ができそうです」と話しました。

表紙
説明


